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２０２０年を迎えて 

 

 

代表取締役 

 塚本 直人 

 
 

皆様 新年明けましておめでとうございます。 

２０２０年、令和２年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 

２０１９年は、日本が令和という新しい時代の一歩を踏み出した大きな節目の年となりました。 

こうした中、世界の政治経済面では、これまで世界経済を牽引してきた米中二国間の貿易摩擦等による

両国実体経済の頭打ち感や世界のサプライチェーンへの影響、さらには英国のＥＵ離脱を巡るユーロ圏

の混乱、また日本においては超大型台風や豪雨などの大規模自然災害による一昨年に続く大きな人的被

害や景気経済面へのマイナス影響など、世界および日本の社会、経済両面における将来への不安要因が

一層顕在化した一年であったといえるのではないかと思います。 

一方で、全豪オープンテニスや全英女子オープンゴルフといった海外メジャー大会で日本人選手が優勝

を遂げ、また初めての日本開催となったラグビーワールドカップでは日本代表がラグビーの伝統強豪国

を倒して８強入りを果たすなど、昨年は一年を通じてスポーツが日本中に明るさと活気をもたらしてく

れた年でもありました。 

 

弊社事業と密接な関わりを持つ我が国自動車業界においては、今まさに１００年に一度ともいわれる大

変革期を迎える中、昨年もまた予防安全性能や運転支援技術の高度化、さらには自動運転の実用化など

に向けた新たなテクノロジーの採用拡大が進み、これらは自動車の損傷性・修理性や修理技術はもちろ

ん、自動車事故の発生形態や損害の傾向といったものにも影響を及しつつあるといえます。 

 

弊社は、１９７３年の会社創立以来、 

・損傷自動車の復元修理の参考作業時間工数を作成する「指数事業」 

・自動車保険損害調査に携わる方々の知識・技能の向上を支援する「研修事業」 

・効率的で合理的な修理技術の開発を行う「リペア開発事業」 

・自動車の損傷性・修理性や先進安全技術の調査研究を行う「リサーチ事業」 

の４つを事業の柱とし、自動車の損傷・修理に関する総合調査研究機関として活動を続けて参りました

が、我が国の損害保険業界や自動車業界、ひいては日本の自動車ユーザーの皆様のお役にたてますよ

う、本年も引き続き、市場のニーズや時代の変化を先取りした積極的な調査研究活動に邁進して参りま

すので、何卒皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

今年もまた国内外の様々な動きや事象が私たちの生活にも影響を及ぼすと思われますが、今年はいよい

よ「東京２０２０」大会開催という、日本がひとつの大きな歴史を刻む年でもあります。 

２０２０年が明るく平和な一年であるとともに、皆様と皆様のご家族にとって良い年となりますようお

祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。 

年頭ご挨拶 
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トヨタ ＲＡＶ４（AXAH54) 

構造調査 
 

1. はじめに 

2019 年 4 月に、トヨタ自動車株式会社から新型 RAV4(AXAH54)が発売されました。 

主な特徴としては、ミディアム SUV クラストップレベルのラゲージスペースの確保、ガソリンモデル

には、世界初採用の新 4WD システム「ダイナミックトルクベクタリング AWD」が採用されました。ま

た、最新の予防安全パッケージ「Toyota Safety Sense」や 3 年間無料提供の T-Connect サービスが全グレー

ドに標準装備されました。 

今回は損傷性と修理性の観点から、フロント構造とリヤ構造を、同じエンジン、プラットフォームを採

用しているカムリ(AXVH70)との比較を交えて紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．フロント構造 

 

  

 

 

  

新型車構造情報 

（１）フロントバンパ（写真 1） 

フロントバンパは、カラード部のフロントバンパカバーおよびフロントバンパモールディングと素地

部のラジエータグリルロワー№２およびフロントバンパガードで構成されています。各々補給部品の設 

   定があり、損傷に応じた修理作業が可能です。 

フロントバンパカバー(カラード部) 

ラジエータグリルロワー№２(素地部) 

写真１ 

フロントバンパモールディング(カラード部) 

フロントバンパガード(素地部) 
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（３）ミリメータウェーブレーダセンサＡｓｓｙ（写真 5、6） 

ミリメータウェーブレーダセンサ Assy は、ラジエータグリルブラケットに取付けられています。ラ

ジエータグリルブラケットの下端が高い位置にあるため、ミリメータウェーブレーダセンサ Assy は比

較的損傷しにくいと考えられます。 

 写真５ 

（２）フロントバンパリインホースメントサブＡｓｓｙ（写真 2、3、4） 

フロントバンパリインホースメントサブ Assy は、中央部がアルミ合金製で端部は鋼板で構成され、

リベットとボルトで締結された一体補給部品です。 

カムリ(AXVH70)と同様にクラッシュボックス部分が無く、サイドメンバに直接取付けられていま

す。 

ラジエータグリルブラケット 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

フロントバンパリインホースメントサブＡｓｓｙ 

サイドメンバ 

写真２ 写真３ 

フロントバンパリインホースメントサブＡｓｓｙ 

サイドメンバ 

写真４ 

正面視 

上面視 

写真６ 

ミリメータウェーブレーダセンサＡｓｓｙ 

フロントバンパ裏面 

ラジエータグリル  

ブラケット下端位置 
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（４）フロントバンパリインホースメント№２（写真 7、8、9、10） 

RAV4のガソリンモデルは、カムリ(AXVH70)と同様にフロントバンパアブソーバロワからの衝突エ

ネルギを第2メンバといわれているフロントバンパエクステンションサブAssy に分散後、フレーム

Assyフロントへ伝達する構造です。 

RAV4のハイブリッドモデル(AXAH54)は、フロントバンパアブソーバロワとフロントバンパエクス

テンションサブAssyの間にフロントバンパリインホースメント№2が取付けられています。衝突エネル

ギをフロントバンパリインホースメント№2を介してフロントバンパエクステンションサブAssyに分散

後、フレームAssyフロントへ伝達する構造です。 

写真７ 写真９ 

フロントサイドフレーム 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

フレームＡｓｓｙフロント 

写真１０ 

フロントバンパアブソーバロワ 
フロントバンパリインホースメント№２ 

フロントバンパエクステンション
サブＡｓｓｙ 

写真８ 

フロントバンパエクステンション
サブＡｓｓｙ 

フロントバンパエクステンション

サブＡｓｓｙ 

フロントバンパリインホースメント№２ 

フレームＡｓｓｙフロント 
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（５）ヘッドランプユニットＡｓｓｙ（図 1、2） 

ヘッドランプユニット Assy は、３灯式 LED と Bi-Beam LED の２種類があり、どちらもヘッドラ

ンプレンズおよび補修用ヘッドランプブラケットの補給部品設定があります。Bi-Beam LED にはヘッ

ドランプハウジングの部品補給設定もあり、損傷に応じた修理作業が可能です。 

補給設定あり 図２ Bi-Beam LED 図１ ３灯式 LED 

（６）フードサブＡｓｓｙ（写真 11） 

フードサブ Assy はアルミニウム合金製です。 

フードサブ Assy 先端は比較的後方に位置し、 

軽衝突において損傷しにくいデザインです。 

また、比較的高い位置にあるため、乗用車に対 

しては直接損傷しにくいと考えられます。 

なお、フロントフェンダパネルもアルミニウム合 

金製が採用されています。 

フードサブＡｓｓｙ先端位置 写真１１ 

（７）フロントサイドメンバ（図 3、4） 

カムリ(AXVH70)のフロントサイドメンバは、多様な補給部品が設定されていました。 

RAV4 (AXAH54)のフロントサイドメンバは、簡素な補給部品設定です。フロントバンパマウンティ

ングリインホースメントは単品で部品補給設定が無いため、取替作業を行う場合は、フロントサイドメ

ンバブラケットサブ Assy の補給部品から必要な部分を取外しての作業となります。 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

図３ 

フロントバンパマウン 

ティングリインホースメント 

図４ 

フロントバンパマウンティング 

リインホースメント部 

補給設定なし 
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インバータウォータポンプ Assy 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

インバータウォータポンプ Assy 

写真１３ 

写真１４ 

インバータリザーブタンク Assy 

写真１２ 

（８）インバータウォータポンプＡｓｓｙ（写真 12、13、14） 

カムリ(AXVH70)のインバータウォータポンプ Assy は、ファンシュラウド下部中央部分に取付けら

れていました。 

RAV4 (AXAH54)はカムリと同様のエンジンを採用していますが、インバータウォータポンプ Assy

はインバータリザーブタンク Assy 付近に取付けられ、比較的波及損傷しにくいと考えられます。 

（８）クーラコンデンサＡｓｓｙ（写真 15） 

RAV4 (AXAH54)では、オゾン層の破壊を防止するとともに地球温暖化係数を大幅に低減した冷媒、

HFO-1234yf (R1234yf)が採用されています。 

従来のHFC-134a (R134a) のシステムと比較し 

て、HFO-1234yf (R1234yf) はサービスポートの 

形状が異なるため、回収・充填作業には 

HFO-1234yf (R1234yf) に対応した機器が必要 

です。 

詳しくは自研センターニュース 2018 年 9 月号を 

参照してください。 

写真１５ 

クーラコンデンサ Assy 
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3．リヤ構造 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）リヤバンパとブラインドスポットモニタセンサ（写真 16、17） 

リヤバンパは、カラード部の左右リヤバンパピースおよびリヤバンパガードセンタ、素地部のリヤバ

ンパカバーで構成されています。各々補給部品の設定があり、損傷に応じた修理作業が可能です。 

また、一部グレードにブラインドスポットモニタセンサが装備設定されています。リヤバンパの補修

内容によってはブラインドスポットモニタセンサの性能に影響を与える可能性があるため、メーカ発行

のボデー修理書の記載に従って作業を行う必要があります。 

写真１６ 写真１７ 
リヤバンパピース 

リヤバンパガードセンタ リヤバンパカバー 

ブラインドスポットモニタセンサ 

（２）リヤバンパリインホースメントサブＡｓｓｙとクラッシュボックス（写真 18、19、20、21） 

カムリ(AXVH70)のリヤバンパリインホースメントサブAssy は開断面構造で、クラッシュボックス部

分が無く、ボデーロワーバックパネルサブ Assy に直接取付けられていました。 

RAV4 (AXAH54)の取付け方も同様ですが、リヤバンパリインホースメントサブ Assy は強度の高い閉

断面構造です。 

写真１８ 写真２０ 

リヤバンパリインホースメンサブＡｓｓｙ 

ボデーロワーバックパネルサブＡｓｓｙ 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

裏面 裏面 

ターゲットマーク：１マス１辺５㎝ ターゲットマーク：１マス１辺５㎝ 

間に合えば左と同じアングルの写真を撮影し差替

え 

写真１９ 写真２１ 

ボデーロワーバックパネルサブＡｓｓｙ 

リヤバンパリインホースメンサブＡｓｓｙ 
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（４）ボデーロワーバックパネルサブＡｓｓｙ（写真 23、図 5） 

ボデーロワーバックパネルサブ Assy 補給の他に、リヤバンパカバーブラケット、リヤバンパリイン 

ホースメントプレート、リヤバンパリテーナロワーの補給が設定されています。 

図５ 写真２３ 

リヤバンパカバーブラケット 

リヤバンパリテーナロワー 

リヤバンパリインホースメントプレート 

（３）バックドアパネルサブＡｓｓｙおよびバックドアガラス（写真 22） 

バックドアパネルサブ Assy はアルミニウム合金 

製で、一部グレードにパワーバックドアが装備設定 

されています。 

バックドアガラスは高剛性接着剤が採用されてい 

ます。高剛性接着剤は車体剛性の補完として採用さ 

れているため、専用の接着剤を使用する必要があり 

ます。詳しくは自研センターニュース 2017 年 6 月 

号を参照してください。 

写真２２ 

（５）リヤフロアパンサブＡｓｓｙ（写真 24、25） 

カムリ(AXVH70)のリヤフロアパンサブ Assy 後端部はラウンドした形状で、リヤフロアサイドメン

バサブ Assy リヤより後方にありました。 

RAV4 (AXAH54)のリヤフロアパンサブ Assy 後端部はフラットな形状で、リヤフロアサイドメンバ

サブ Assy リヤ後端部と同位置にあり、軽衝突の場合、比較的損傷しにくいと考えられます。 

カムリ(AXVH70) RAV4（AXAH54） 

写真２５ 

リヤフロアサイドメンバサブＡｓｓｙリヤ 

リヤフロアパンサブＡｓｓｙ 

フラットな形状 

リヤフロアサイドメンバサブＡｓｓｙリヤ 

写真２４ 

リヤフロアパンサブＡｓｓｙ 

ラウンドした形状 
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4．おわりに 

RAV4 (AXAH54)とカムリ(AXVH70)は、同じエンジン、プラットフォームを採用していますが、フロ

ントサイドメンバの補給形態やインバータウォータポンプの取付位置が異なっていました。 

損傷性の面からは、フロントでは、高い位置にミリメータウェーブレーダセンサ Assy やフード先端

がありました。リヤでは、リヤフロアパンサブ Assy 後端部の形状やエキゾーストテールパイプバッフ

ルサブ Assy の端部の位置等、軽衝突の場合に比較的損傷しにくい構造が採用されていました。 

修理性では、フロント、リヤともにバンパがカラード部と素地部で各々の補給部品の設定があり、ヘ

ッドランプユニット Assy やボデーロワーバックパネルサブ Assy、エキゾーストテールパイプバッフル

サブ Assy など修理性の良い補給部品の設定がされていました。 

 

【参考資料】RAV4 (AXAH54)、カムリ(AXVH70) 補給部品カタログ 

 

（技術調査部／松浦 香穂里）   

（６）エキゾーストテールパイプバッフルサブＡｓｓｙ（写真 26、27） 

エキゾーストテールパイプ Assy は左右２本出しの構造です。構成部品のエキゾーストテールパイプ

バッフルサブ Assy はリヤバンパ後端部より前方へ配置されているため、軽度の衝突の場合、比較的損

傷しにくいと考えられます。エキゾーストテールパイプバッフルサブ Assy は補給部品設定があり、損

傷に応じた修理作業が可能です。 

エキゾーストテールパイプ 

バッフルサブＡｓｓｙ 

写真２６ 図８ 写真２７ 

エキゾーストテールパイプＡｓｓｙ 

エキゾーストテールパイプ 

バッフルサブＡｓｓｙ端部 

リヤバンパ後端部 
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技術情報  

 

側面衝突実験事例集 
 

1. はじめに 

自研センターにおいて、2019 年に実施した衝突実験結果を紹介します。 

停止した車両（A車）の右側面に、走行中の車両（B車）を約 25km/h で衝突

させた事例です（図 1：後ろから前への入力）。 

同じ形態の衝突実験としては、2017 年 5月号、2016 年 10 月号で同型同車種

の車両 2台による衝突実験を紹介しています。 

また、車両重量の異なる車両による実験事例を 2018 年 10 月号で紹介してい

ますが、今回はその時の走行車両と停止車両を入れ替えて衝突実験を行いまし

た。 

停止車両の中央部（センタフロア部）にジャイロセンサ（回転角速度を測定

する慣性センサ）を搭載し、走行車衝突時のローリング角度を計測しました。

衝突角度の違いによる車両挙動と損傷の特徴について、写真で比較していきま

す。 

 

2. 実験条件 

・走行車両はフーガ PY50、停止車両はヴィッツ KSP90 を使用しました。 

・停止車両は衝突実験用ダミー人形を搭載し、パーキングブレーキを引いた状

態としました。（右写真参照） 

・衝突速度と走行・停止車両の条件を揃え、衝突角度を 30°から 10°まで、

10°刻みで変化させました。（下表参照） 

 

衝突角度 走行車両 停止車両：ﾀﾞﾐｰ、ｾﾝｻ類を含む 

30° 

速度 25.0Km ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ 有り 

車両 

重量 

1,689kg 

（前軸重 909kg、後軸重 780kg） 

車両 

重量 

1,054kg 

（前軸重 650kg、後軸重 404kg） 

20° 

速度 24.8km ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ 有り 

車両 

重量 

1,703kg 

（前軸重 913kg、後軸重 790kg） 

車両 

重量 

1,052kg 

（前軸重 650kg、後軸重 402kg） 

10° 

速度 24.6km ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ 有り 

車両 

重量 

1,701kg 

（前軸重 927kg、後軸重 774kg） 

車両 

重量 

1,048kg 

（前軸重 646kg、後軸重 402kg） 

  

衝突 

角度 

図 1 

25km/h 

停止 

B 

A 
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衝突形態と衝突速度 25km/h –停止車両- 

 

衝突角度 30° 
 

衝突形態と衝突速度 25km/h –走行車両- 

 

衝突角度 30° 
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衝突形態と衝突速度 25km/h –停止車両- 

 

衝突角度 20° 
 

衝突形態と衝突速度 25km/h –走行車両- 

 

衝突角度 20° 
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衝突形態と衝突速度 25km/h –停止車両- 

 

衝突角度 10° 
 

衝突形態と衝突速度 25km/h –走行車両- 

 

衝突角度 10° 
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0.34秒（340ms）後に 5.1°のローリング角が発生 
 
 

0秒（0ms）衝突開始 

 
 

0.32秒（320ms）後に 3.1°のローリング角が発生 
 
 

衝突形態と衝突速度 25km/h –車両の挙動（ローリング角）- 
 
 

衝突角度 20° 
 
 

衝突角度 10° 
 
 

衝突角度 30° 
 
 

0秒（0ms）衝突開始 

 
 

0秒（0ms）衝突開始 

 
 

0.35秒（350ms）後に 1.5°のローリング角が発生 
 
 

停止車両の右フロントタイヤと走行車両の左フロ

トントタイヤが干渉し、0.66 秒（660ms）後に

2.2°のローリング角が発生 
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衝突角度 30° 
 
 

損傷面の特徴 -停止車両の傷- 
 
 

衝突角度 20° 
 
 

衝突角度 10° 
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3. 実験結果のまとめ 

（1）停止角度と衝突後の車両停止位置 

衝突角度が大きいほど、停止車両の移動量が大きくなりました。 

停止車 30° 停止車 20° 停止車 10° 

停止車 20° 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）停止車両の損傷状態 

衝突角度が大きな場合： 停止車両のリヤドアへの押込み量が深く、広範囲に損傷が及びました。 

停止車両への押込みが大きく、フロントドアにも深い損傷が発生しました。 

衝突角度 30°の場合、最大で 5.1°のローリング角が発生しています。 

衝突角度が小さな場合：停車車両のリヤドアへの押込み量は浅く、停止車両の側面に走行車両のタイ

ヤ痕（斜め方向の黒色の痕跡）が付いています。 

衝突角度 10°の場合、1.5°のローリング角が発生し、右フロントタイヤが

走行車両の左フロントタイヤと干渉しました。 

（3）走行車両の損傷状態 

衝突角度 30°、20°、10°ともに衝突後、停止車両をすり抜けました。 

 

側面をすり抜ける衝突形態の場合は停止車両の損傷範囲が広く、変形した形状を突き合わせて衝突角

度を再現することが難しい場合があります。 

側面衝突での入力方向や速度を推定する際の判断材料の一つとして、ご活用ください。 

 

（研修部/伊藤秀孝） 

  

76cm 

104cm 

26cm 

60cm 



18  自研センターニュース 2020 年 1 月号  

 

 

 

 

 

 

アウディＱ２(GACHZ)の 

ボディ構造について 

 

アウディ Ｑ２（GACHZ）のボディ構造について紹介します。 

本記事では、カーメーカ発行 2019 年 4 月現在のパーツカタログ部品名称および補給形態を記載して

いますが、掲載している板厚については当社で調査した参考値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．プラットフォーム「ＭＱＢ」の採用 

アウディ Ｑ２は、アウディ Ｑ３よりも一回り小さいコンパクトＳＵＶです。アウディ Ｑ２の骨格

構造はアウディ Ａ３と同じＭＱＢ※1プラットフォームをベースにしています。 

熱間成型の超高張力鋼板の使用比率はボディ全体の 22％に達しており、要所を効果的に補強するこ

とで極めて高いねじり剛性を達成し、事故時の乗員保護能力を高めつつ、ボディ重量を抑制していま

す。 

 

※１ Modularen Quer Baukasten ドイツ語：モデュラレ・クヴェア・バオカステンの略 

新型車構造情報 
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2. フロントボディ構造 

（１）フロントボディの構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダッシュパネル周辺の構成部品 

クロスパネル 

フィルタプレート 

ウォータボックス 

 

ホイールハウジング、フロントサイドメンバの構成部品 

ウォータボックス 

トンネル 

リインホースメント 

クロスメンバロワ 

マウンティング 

ｄ(t=1.9) 

ｆ(t=1.5) 
ｈ(t=2.0) 

ｏ(t=1.5) 

左側 右側 

ｍ(t=1.0) 

ｂ(t=1.5) 

ｃ(t=1.5) 
ｌ(t=1.0) 

ｍ(t=1.0) 

ｐ(t=0.8) 

ａ(t=1.0) 

ウォータボックス 

ウォータ 

ボックスセンタ 

   ：修理書記載カット位置 ｔ：板厚 

ｎ(t=1.7) 

ｅ(t=2.4) 

 

 

ｄ(t=1.9) 

ｅ(t=2.4) 

 

 

ａ(t=1.0) 

l(t=1.0) 

m(t=1.0) 

ｎ(t=1.7 

) 

ｍ(t=1.0) 

ｇ(t=2.8) 
ｈ(t=2.0) 

ｇ(t=2.8) 

ｉ(t=1.5) 

ｊ(t=1.2) 

ｋ(t=2.4) 

ｑ(t=2.5) 

ｋ(t=2.4) 
ｉ(t=1.5) 

ｊ(t=1.2) 
右側 左側 

フロントクロスメンバカバープレート部取外し状態 

ｓ(t=1.4) ｔ(t=2.2) 

ｑ(t=2.5) 

ｕ(t=2.0) 

ｒ(t=2.0) ｒ(t=2.0) 
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【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は仮称として部位や通称名で表示 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

ａ ホイールハウジング部 × ｌ コネクティングプレート ○ 

ｂ エンジンキャリアリテーナ（右側のみ） ○ ｍ サイドメンバ ○ 

ｃ リザーバブラケット（右側のみ） ○ ｎ エンドプレート ○ 

ｄ フロントサイドメンバ部 × ｏ ガスフィールドストラットマウント（右側のみ） ○ 

ｅ フロントカバープレート ○ ｐ フィルタプレート（右側のみ） ○ 

ｆ エンジンマウントブラケット（右側のみ） ○ ｑ ギヤボックスブラケット部（左側のみ） × 

ｇ フロントサブフレームリテーナ ○ ｒ サイドメンバセンタロア ○ 

ｈ サイドメンバ用リインホースメントロア ○ ｓ フィラプレートインナ部（右側のみ） × 

ｉ フロントクロスメンバカバープレート部 × ｔ フィラプレートインナ部（右側のみ） × 

ｊ フロントホイールハウジングブラケット ○ ｕ フィラプレートインナ部（左側のみ） × 

ｋ フロントブレーキホース用ブラケット ○    

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

ホイールハウジング（右側） ａ ＋ ｂ ＋ ｃ 

ホイールハウジング（左側） ａ 

フロントサイドメンバ（右側） ｄ ＋ ｅ ＋ ｆ ＋ ｇ ＋ ｈ ＋ ｉ＋ ｊ ＋ ｋ＋ ｒ＋ ｓ ＋ ｔ 

フロントサイドメンバ（左側） ｄ ＋ ｅ ＋ ｇ ＋ ｈ ＋ ｑ ＋ ｉ＋ ｊ ＋ ｋ＋ ｒ＋ ｕ 

 

 

（２）ホイールハウジング取替 

ホイールハウジングを取替える際、次ページ記載のホイールハウジング（Assy）とサイドメンバ、エ

ンドプレート、コネクティングプレートを同時に取替えますが、補強材（仮称：単品部品設定なし）

は、右側にのみ取付けられている部品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は仮称として部位や通称名で表示 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

ｌ コネクティングプレート ○ ｖ 補強材（右側のみ） × 

ｍ サイドメンバ ○ ｗ Ａピラーインナ ○ 

ｎ エンドプレート ○    

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

Ａピラーインナ（右側） ｌ ＋ ｖ ＋ ｗ 

Ａピラーインナ（左側） ｌ ＋ ｗ 

 

  

サイドメンバ取外し状態 

ｔ：板厚 

ｍ(t=1.0) ｎ(t=1.7) 

ｌ(t=1.0) 

ｖ(t=1.0) 

ｗ(t=1.0) 
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前述のとおり補強材（右側のみ）は単品での

補給がなく、Ａピラーインナとの一体補給の

みの設定となっており、取替える際はＡピラ

ーインナから取外して使用することになりま

す。 

 

 

 

 

 

 

ホイールハウジングの補給部品は、ストラットマウンティング固定用のボルト穴（φ10×3 箇所）が

あいておらず、フロントホイールハウジング上部（ストラットタワー上部）の穴が、現車に対して小

さい（現車：φ34、補給部品：φ22）状態で補給されるため、穴あけ加工が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）フロントサイドメンバ取替 

フロントサイドメンバの補給部品はフロントクロスメンバカバープレート部、サイドメンバセンタ

ロアなどを含んだ Assy 補給部品のみが設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントサイドメンバ取替作業について、リペアマニュアルでは Assy 取替（補給部品からサイドメ

ンバセンタロアを取外して取替える作業）および前部でのカット取替が掲載されています。 

 

 

 

ホイールハウジング（補給部品） ホイールハウジング（現車から外した部品） 

ストラットマウンティング 

固定用ボルト穴（φ10） 

φ34 φ22 

■：取外し箇所 

Ａピラーインナ 

補強材 

コネクティングプレート 

補給部品 

■：取外し箇所 

フロントクロスメンバ 

カバープレート部 

フロントブレーキホース用 

ブラケット 

フロントカバー 

プレート 

フロントホイール 

ハウジング 

ブラケット 
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①フロントサイドメンバ Assy 取替 

フロントサイドメンバ Assy 取替は、補給部品からサイドメンバセンタロアを取外して使用しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

ボディ側、補給部品ともにサイドメンバセンタロアを取外すには、隠れている溶接点を外すため、 

サイドメンバ用リインホースメントロアを取外す必要があります。 

右側の場合は、サイドメンバ用リインホースメントロアを取外す際に、隠れている溶接点を外すた 

め、フィルタプレートを取外す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②フロントサイドメンバ前部カット取替 

フロントサイドメンバの補給部品については、前述のとおりです。 

前部カット作業においても Assy 補給部品から不要な部分を取外して使用します。 

 

 

 

 

 

 

リペアマニュアルのカット位置指示に従って、ボディ側、補給部品側を切断し突合せ溶接を行いま

す。 

  

サイドメンバ用 

リインホースメントロア 

フィルタプレート 

サイドメンバ用 

リインホースメントロア ●：隠れ溶接点 

右側 右側 

サイドメンバセンタロア 

■：取外し箇所 

フィルタプレート 

（右側のみ） 

■：取外し箇所 
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3．サイドボディ構造 

（１）サイドボディの構成部品 

①アウタボディ部 

サイドボディは、Ａ／Ｂピラーサイドメンバ付サブパート、サイドパネルサブパートに分割された

補給とそれらが一体となったサイドパート（Assy）の補給が設定されています。 

Ａ／Ｂピラーサイドメンバ付サブパートには、フェンダブラケットおよびフロントエンドプレー

トが取付けられた状態で補給されますが、各々の単品補給も設定されています。 

サイドパネルサブパートには、ウォータドレーンチャンネル部、リヤインサートプレートライトが

取付けられた状態で補給されますが、リヤインサートプレートライトの単品補給も設定されてい

ます。 

これらの補給形態とは別にサイドシル部、Ｂピラー部の損傷に対応したサイドメンバサブパート

も設定されています。 

サイドメンバサブパートには、フェンダブラケットの一部およびフロントエンドプレートが取付

けられた状態で補給されますが、各々の単品補給も設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リペアマニュアルでは複数のカット位置が掲載されているため、損傷に応じた作業に対応できま

す。 

 

 

サイドパート 

サイドメンバサブパート 

フロントエンドプレート 

Ａ／Ｂピラーサイド 

メンバ付サブパート 
サイドパネルサブパート 

フロントエンド 

プレート リヤインサート 

プレートライト 

■：右側作業範囲イメージ（内側視） ■：右側作業範囲イメージ（外側視） 

フェンダブラケット 

補給部品 

フェンダブラケット 

（一部） 

サイドボディアウタの構成部品 
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サイドパネルサブパートのホイールアーチ部はヘミング加工が施されています。 

サイドパネルサブパート取替作業時には、補給部品をボディに取付けてホイールアーチ部を内側

に折曲げます。折曲げた箇所に亀裂が生じることがあるため、パネルを鋭角に曲げない様に注意が

必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②インナボディ部 

インナ部は、アウタＡピラー、サイドメンバ、Ｂビラー、リヤサイドパネルフレーム、インナパー

トホイールハウジングが一体で補給され、各部品は単品補給が設定されています。 

 サイドメンバ以外の部品については、さらに細分化された部品が設定されています。 

Ｂピラーインナは、Ｂピラーリインホースメント（Ｂピラーインナ部）が一体で補給されます。 

Ｂピラーインナは、ルーフサイド部まで入り込んでいるため、補給形態どおりに取替える場合は、

Ｂピラーのアウタパネルをルーフサイド部まで切開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ａ’ 

■：ヘミング加工箇所 

Ａ－Ａ‘部断面

図 

リヤサイドパネル 

サブパート 

接着剤 

アウタホイール 

ハウジング 

内側へ折り曲げる 

サイドボディインナの構成部品 

：修理書記載カット位置 
ウォータドレーン 

チャンネル部 

ｃ(t=1.0) 
ｂ(t=1.0) 

ｄ(t=0.8) 

ｈ(t=1.0) 

ｇ(t=1.2) 

ｌ(t=0.7) 

ｍ(t=0.7) 

ｋ(t=1.2) 

ｊ(t=0.7) 

ｉ(t=1.0) 

ａ(t=1.2) 

ｔ：板厚 

リヤインサート 

プレートライト 

フロントエンドプレート 

フェンダブラケット 

ｆ(t=1.5) 

ｅ(t=1.5) 

アウタＡピラー取外し状態 
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【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

ａ アウタＡピラーアッパ ○ ｈ フィルタプレートＢピラー ○ 

ｂ フロントエンドプレート ○ ｉ サイドメンバ ○ 

ｃ サイドメンバ ○ ｊ Ｃピラーリインホ－スメントロア ○ 

ｄ アウタＡピラー ○ ｋ リヤサイドパネルインナ部 × 

ｅ ヒンジリインホースメントアッパ ○ ｌ インナパートホイールハウジング部 × 

ｆ ヒンジリインホースメントロア ○ ｍ リヤコネクティングプレート ○ 

ｇ Ｂピラーインナ ○    

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

アウタＡピラー ａ ＋ ｂ ＋ ｃ ＋ ｄ ＋ ｅ ＋ ｆ 

Ｂピラー ｇ ＋ ｈ 

リヤサイドパネルインナ ｊ ＋ ｋ 

インナパートホイールハウジング ｌ ＋ ｍ 

 

③インナパートホイールハウジング取替 

インナパートホイールハウジング取替につ

いて、リペアマニュアルでは補給形態どお

りの取替作業が掲載されています。 

その際、リヤサイドパネルインナ部に取付

けられているＣピラーリインホースメント

部およびサイドメンバ後部の取替作業が掲

載されています。 

サイドメンバ後部を取外す際に隠れている

溶接点を外すため、Ａ／Ｂピラーサイドメ

ンバ付サブパート後部を取外す作業が必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイドパネルサブパート取外し状態 

網かけ部およびサイドメンバ後部取外し状態 インナパートホイールハウジング取外し状態 

■：ボディ側取外し箇所 

■：隠れ溶接点箇所 

Ｃピラーリインホースメント部 

サイドメンバ後部 



26  自研センターニュース 2020 年 1 月号  

 

4．リヤボディ構造 

（１）テールパネル部の構成部品 

テールパネル部は、リヤクロスパネル（アウタパネル部）と、クロスパネルリインホース（インナパ 

ネル部）がそれぞれ単品で補給されますが、Assy 部品の設定はありません。 

クロスパネルリインホースは左右のコネクティングピースと一体で補給されますが、コネクティン 

グピースは単品でも補給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テールパネル部の構成部品 

リヤクロスパネル 

リヤクロスパネル 

リヤインサートプレートライト 

リヤクロスパネル取外し状態 リヤクロスパネル、クロスパネルリインホース取外し状態 

インナパートホイール 

ハウジングリヤ 

コネクティングピース コネクティングピース 

クロスパネルリインホース 

クロスパネルリインホース 

コネクティングプレート 

コネクティングピース 

サイドメンバ用クロスパネル 

コネクティングプレート 

コネクティングピース 
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（２）テールパネル部の構成部品 

①リヤクロスパネル取替 

リヤクロスパネルは補給形態どおりでの取替作業が可能です。 

②クロスパネルリインホース取替 

クロスパネルリインホースは補給形態どおりでの取替作業も可能ですが、両側コネクティングピ

ース部を車体に残して取替える作業も可能なため損傷程度に応じた作業に対応することができま

す。 

ただし、前述のとおりクロスパネルリインホース部に単品補給はないため、クロスパネルリイン

ホースの補給部品から両側のコネクティングピースを取外す必要があります。 

 

（３）リヤフロア部の構成部品と取替作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a ブーツフロアプレート ○ ｆ サイドメンバ ○ 

ｂ リテーナ ○ ｇ クロスリインホースメント ○ 

ｃ リヤクロスメンバ ○ ｈ センタクロスメンバ ○ 

ｄ コネクティングピース ○ ｉ インナパートホイールハウジングリヤ ○ 

ｅ サイドメンバ用クロスパネル ○    

 

 

ｉ 

リヤフロア、リヤサイドメンバの構成部品 

ａ（t=0.7） 

ｔ：板厚 

ｂ（t=1.0） 

：修理書記載カット位置 

■：取外し箇所 

ブーツフロアプレート取外し状態 

ｄ（t=1.3） 
ｅ（t=2.5） 

ｆ（t=1.5） 

ｇ（t=0.8） 

ｈ 

ｉ 

ｂ 

ｃ 

下面視 

ｅ 

ｆ 

ｇ 

ｃ（t=0.7） 
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【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

ブーツフロアプレート ａ 

サイドメンバ ｅ ＋ ｆ ＋ ｇ 

 

（４）ブーツフロアプレート取替 

 ブーツフロアプレートは、リテーナ、リヤクロスメンバと共にセンタクロスメンバ後部でのカット

取替がリペアマニュアルに掲載されています。 

 リペアマニュアルのカット位置指示に従って、ボディ側、補給部品側を切断し突合せ溶接を行いま

す。 

 

（５）サイドメンバ取替 

サイドメンバの取替作業について、リペアマニュアルでは後部でのカット取替が掲載されていま

す。 

リペアマニュアルのカット位置指示に従って、ボディ側、補給部品側を切断し突合せ溶接を行いま

す。 

 

5．ルーフ構造 

生産時のルーフは、フロントルーフフレーム、リヤルーフフレームアッパに溶接され、ルーフサイド 

部はボディ側にロウ付けされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ：ロウ付け箇所 

フロントルーフフレーム 

リヤルーフフレームアッパ 

ルーフリインホースメント 

ルーフ取外し状態 

ルーフの構成部品 
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（１）ルーフ取替 

取付作業は、前後部が溶接、ルーフサイド

部は指定の接着剤で接着します。接着剤塗

布後、硬化するまでの間はテンションベル

トなどで固定します。 

 

 

 

 

 

 

補給部品には、ルーフアンテナ取付け穴が

開いていないため穴あけ加工が必要になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．まとめ 

ご紹介のとおり、アウディ Ｑ２（GACHZ）には、ＭＱＢプラットフォームが採用されており、高

張力鋼板、熱間成型の超高張力鋼板が使用されています。これらのパネルを取替える際はカーメーカ

発行の修理書をご確認のうえ作業を行ってください。 

今回紹介させていただいた内容は、イヤーモデルにより構造が変更される場合がありますが、技術

情報のため修理作業においては現車および最新の情報をご確認願います。 

また、2019 年 11 月発刊の構造調査シリーズ №J-845「アウディ Ｑ２（GACHZ）」では今回の情

報を含め掲載しておりますので、併せてご活用ください。 
 

  
（指数部／大川 光治） 

   ：接着剤塗布箇所 

テンションベルト 

ボディ側 

補給部品 
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トヨタ プリウスＰＨＶ（ZVW52 系） 
 

 

トヨタ自動車株式会社から 2017 年 2 月に発売された「プリウスＰＨＶ」の各部の地上高（単位 mm）

です。ドアミラーは開いた状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値(測定車両は Ｓナビパッケージ)です。 

＊はマフラ後端部を指します。 

 

四面図 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

項目  

全長 4645 

全幅 1760 

全高 1470 

軸距 2700 

輪距 

前輪  

195/65R15 1530 

215/45R17 1510 

後輪  

195/65R15 1540 

215/45R17 1520 

リヤオーバーハング（車体） 915 

最低地上高 130 

車両地上高・四面図 
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トヨタ レクサス LC500h(GWZ100 系） 
 

 

トヨタ自動車株式会社から 2017 年 3 月に発売された「レクサス LC500h」の各部の地上高（単位 mm）

です。ドアミラーは開いた状態です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（測定車両は LC500h L package）です。 

＊は、マフラ後端部を指します。  

                   

四面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（指数部／浜田 利夫） 

項目  

全長 4770 

全幅 1920 

全高 1345 

軸距 2870 

乗車位置 

前席 1380 

後席第 1 列 2135 

後写鏡の取付高さ 

右 980 

左 980 

前車軸から後写鏡

までの距離 

右 1125 

左 1130 
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